
○12月18日(月)、自治体同士で新技術等導入における経緯、課題、解決策等を共有し、課題を解決する
アイデア等を生み出すフラットな交流の場として「新技術導入研究・意見交換会」を品川区で開催した。

○今後は本フォーラムでの議論を踏まえて、維持管理分野への新技術導入において各自治体が抱える課題
を整理していき、各課題を解決する取組事例について研究を深め、横展開を図ることとした。

自治体支援フォーラム ～新技術導入研究・意見交換会～ 開催結果

〈プログラム〉

趣旨説明、取組紹介（土木学会、先進自治体）、班別討議、意見交換会、まとめ

〈参加者〉

62名（メンター2名、自治体32名（18自治体）、国民会議運営・国土交通省28名）

品川区 「ＩＣＴ活用によりデータが蓄積されてきた。
多並 知広 氏 またこのような場で次の展開を議論したい」

〇新技術導入のメリット、期待される効果
を把握することが難しい

〇直轄現場での新技術の実証結果等が自治
体に共有できれば住民説明の材料になる

〇30代、40代の技術者が少ない中でどの
ように技術継承を図っていくかが課題

〇LCC・アセットマネジメントの考え方を
導入するために情報共有をどう進めるか

ICTを活用した「道路パトロール支援サービス」に
よる新たな点検手法の導入を検討した取組等を説明

千葉市 「新技術導入により業務が発生することも多いが
大森 信人氏 全体の効率化を図る上で関係者の理解が必要」

土木学会 「新技術導入にはそのメリットの説明が重要。
塚田 幸広 氏 次世代の技術者が新技術導入を求めている」

東京都市大学「技術継承には今後ICT等の民のコンテンツ
皆川 勝 氏 と学の持つ教え方の技術との融合が必要」

班別討議

土木学会・先進自治体の取組紹介

意見交換会（メンター・先進自治体・国土交通省）

国土交通省 「自治体間の情報共有に国民会議を有効活用
鈴木 学 氏 頂ければ。今後も継続参加をお願いしたい」（討議結果より抜粋）

公益社団法人土木学会 品川区 千葉市

市民がスマートフォンでインフラの不具合を通報して
課題を共有する「ちばレポ」の運用の工夫等を説明

「社会インフラ健康診断」を通じたインフラの老朽化
の現状とメンテナンスの必要性や課題の認識等を説明

「道路パトロール支援サービスの活用」概要 「ちばレポ」コンセプト「社会インフラ健康診断」表紙と健康診断評価指標
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